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日  
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８  1979 年 10 月KDD（国際電電）の関税法違反事件。80 年 4 月社長の板野学が業務上横領で逮捕された。 
９  青木彰ほか座談会「“調査報道”の功と罪」『新聞研究』1980 年 9 月号、P10 
１０  森恭三「調査報道について思うこと」『新聞研究』1980 年 9 月号P25 
１１  同上、森恭三、P26 
１２  前掲、「“調査報道”の功と罪」P12 
１３『朝日新聞』1982 年 8 月 29 日朝刊 東京・日本橋三越で開催された「古代ペルシャ秘宝展」に出品、 
販売された秘宝の大半が偽物だった。社長は解任され、さらに刑事事件に発展した。 
１４  『毎日新聞』1982 年 9 月 6 日朝刊 製薬会社ミドリ十字が胎盤を買い占めている実態を報道。 
１５  東京医科歯科大学の教授選考に絡んだ汚職事件に発展した。 
１６  リクルート社が関連会社の未公開株を政治家、官僚、財界人、マスコミ幹部に譲渡。贈収賄事件に。 
１７  日本新聞学会『新聞学評論』1990 年第 39 号P268 
１８  田勢康弘「日本のジャーナリズムが抱える問題」『新聞研究』1992 年 2 月号P15 
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２４  Robert,W.Green.,The Reporter’s Handbook－an Investigator’s Guide to Documents and 
Techniques,1983 ST.MARTIN’S PRESS, New York P7 
２５  同上、Robert,W.Green.,The Reporter’s Handbook P7 
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２９  山本博「調査報道とは何か－リクルート事件から得た教訓」『新聞研究』2001 年 3 月号 
３０  山本博「朝日新聞の『調査報道』」小学館文庫、2001 年 
３１  山本博『ジャーナリズムとは何か』悠飛社、2003 年 
３２  山本博へのヒヤリング（2008 年 10 月 9 日）  
３３  小俣一平・富樫豊「取材現場で何が起きているのか（下）」『報道研究と調査』ＮＨＫ放送文化研究
所 2008 年 3 月号、PP14～17 
３４  ＮＨＫ編「ポリオキャンペーン」『20 世紀放送史 上』2001 年、PP470～473 
３５  本田靖春『我、拗ね者として生涯を閉ず 下』講談社文庫、2007 年、PP81～176 
３６  福井逸治『新聞記事作法』三一書房、1994 年、PP167～174 
３７  マックス・ヴェーバー・清水幾太郎訳『社会学の根本概念』岩波文庫、1972 年、P86 
３８  市野川容孝「権力」永井均ほか編『事典 哲学の木』講談社、2002 年、PP346～348 
３９  大谷博愛「政治権力」JapanKnowledge版『日本大百科全書』小学館、2009 年 
４０  伊藤正孝『欠陥車と企業犯罪』三一書房、1972 年、PP71～72 
４１  大嶽秀夫『現代日本の政治権力経済権力』三一書房、1979 年、P43 
４２  2008 年 11 月 18 日「厚生労働省の在り方に関する懇談会」での発言 
４３  山田厚史「山田厚史の特ダネ記者魂」『ＡＥＲＡ』2008 年 11 月 24 日号 
４４  大石裕「権力概念の整理」大石裕編『ジャーナリズムと権力』世界思想社、2006 年、PP2～4 
４５  谷藤悦史「権威」JapanKnowledge版『日本大百科全書』小学館、2009 年 
４６  前掲、大石裕『ジャーナリズムと権力』PP4～5 
４７  伊藤高史「ウォーターゲート事件再考 報道はいかにして社会を動かし得るか」『朝日総研リポー
ト』2007 年 4 月号、PP47～56 
４８  朝日新聞 1974 年 10 月 24 日社説 
４９  立花隆『ジャーナリズムを考える旅』文藝春秋、1978 年、P13、 
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リポート』2008 年 7 月号NO218、P46 
５７  上記、伊藤高史、P68 
５８  ＮＨＫ「埋もれたエイズ報告」『ＮＨＫスペシャル』1994 年 2 月 6 日放送 
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